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攪上
 久子
はじめに二〇一一年三月十一日の東日本大震災それに続く原発事故のあ
と、被災地や被災した子どもたちに本を届けようという動きが日本各地から湧き上がった。それは、おどろくべき数、大きなうねりであった。初めに声を上げた日本ユニセフ協会には二十三万冊の
児
童
書
1、
岩
手
か
ら
声
を
上
げ
た
三
・
一
一
絵
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
い
わ
て
には、約二十四万冊
2という膨大な児童書が全国から送られた
3。筆
者もユニセフがプレスリリースした数日後、ユニセフホールを訪れ、積み上がった本の山を見る機会があ が 日本中にこんなに
も
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
を
本
で
励
ま
そ
う
と
思
う
人
が
い
る
の
か
と、
そ
の
人
た
ち
の
本
に
託
す
子
ど
も
た
ち
を
思
う
気
持
ち
に、
涙
が
流
れ
た。
その気持ちとは一体どんなものだったのだろう。日本の人々は子どもの本に、お金や食料や衣服、日常用品と違う、どのような願いを込めて被災地に届けたのだろうか。震災後たくさんの子どもの本が被災地の子どもたちに届けられた動き
は、日本社会が積み
上げてきた子ども 本に対する信頼と成果を示す一面とも言えるだろう。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ（
T
he International B
oard on B
ooks 
for Y
oung P
eople ）
と
い
う
団
体
は、
悲
惨
な
状
況
下
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
C
hildren in C
risis に
本
を
届
け
る
活
動
を
し
て
き
た
先
駆
的
な
国
際
組
織
で
あ
る。
そ
の
活
動
を
創
っ
た
女
性
が
イ
ェ
ラ・
レ
ッ
プ
マ
ン（
Jella 
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Lepm
an ）
と
い
う
一
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
女
性
で
あ
っ
た。
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
ド
イ
ツ
で、
レ
ッ
プ
マ
ン
は
子
ど
も
た
ち
に
精
神
の
栄
養
と
な
る
「
本
」
を
手
渡
す
こ
と
を
唱
え
た。
こ
こ
で
は
自
伝
の
記
録
を
中
心
に、
今
日に引き継がれている彼女の理念が実現してきた、国境を越えて子どもの本と子どもをつなぐ活動について考察したい。これは戦後七十年を迎える日本を振り返ること もなるだろう。また、被災地の子どもたちに、本がどんな力を発揮していくのかということの示唆を与えるもの もなっ く。
そして、この理念に重なるように、ＩＢＢＹ障害児図書資料セ
ン
タ
ー
が
一
九
八
五
年
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
立
ち
上
が
っ
た。
こ
の
設
立
に
尽
力
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
女
性
ト
ー
デ
ィ
ス・
ウ
ー
リ
ア
セ
ー
タ
ー（
T
ordis 
Ø
rjasæ
ter ）
は、
ど
ん
な
願
い
を
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
持
っ
て
い
た
の
だ
ろう。
筆
者
は
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
の
障
害
児
図
書
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
あ
る、
優
良
な
障
害
児
図
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
O
utstanding B
ooks for Y
oung P
eople 
w
ith D
isabilities ）
を「
世
界
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
絵
本
展―
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
障
害児図書資料セ
ンター推薦図書展」として、十二年にわたり全国
巡回し、これまでに一五〇箇所あまりで開催し、日本社会に紹介してきた。この論文は、その実践を通して、出会い 知見し得事である。
故郷に架けた子どもの本の橋
―
イェラ・レップマン
イ
ェ
ラ・
レ
ッ
プ
マ
ン（
一
八
九
一
～
一
九
七
〇
）
は
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
混
乱
の
敗
戦
国
ド
イ
ツ
で
国
際
児
童
図
書
展
示
会（
世
界
各
国
の
子
ど
も
の
本
の
展
示
会
）
を
開
催
し、
そ
の
展
示
会
を
ド
イ
ツ
各
地
に
巡
回
し
た。
そ
し
て、
こ
れ
ら
の
本
が
恒
久
的
に
展
示
で
き
る
よ
う
に
と、
一
九
四
九
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
国
際
児
童
図
書
館（
Ｉ
Ｊ
Ｂ
：
Internationale 
Jugendbibliothek ）
を
開
館
し、
さ
ら
に
一
九
五
一
年
子
ど
も
の
本
の
関
係
者の国際会議を企画し、これがそのままチューリッヒでの国際児童図書評議会（ＩＢＢＹ）設立につながった。この二つの組織は世紀を超えて、レップマンの理念を継承し、現在も世界中の子どもと子どもの本をつなぐ架け橋として活動を続けている。この理念
と
は「
本
を
通
し
た
国
際
理
解・
異
文
化
理
解
」「
子
ど
も
の
本
は
人
間
が
引
く
様
々
な
ボ
ー
ダ
ー
を
超
え
る
力
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が、
人間にとって何かの理念とは、はじめからそこにあるものというよりも、活動の中で作り出され いくものであろう。レップマンのその軌跡を、特に子どもへの眼差しの中から追ってみる。そして展示会・図書館・世界のネットワークが実現していく中で、実際
に
子
ど
も
の
本
は
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん
な
力
を
発
揮
し
た
の
だ
ろ
う
か。
記録からその点を整理してみたい。
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（１）レップマンの経歴と初動期イェラは一八九一年、ドイツのシュトゥットガルトで、工場主
であり民主的な考えの持ち主であったというユダヤ人の父を持ち、三姉妹の次女として生まれた。地元の王立学校を経てスイスの寄宿学校で教育を受け、十七歳の時に工場で働く外国人労働者の子どもたちのために国際読書室を開設している。
第
二
次
世
界
大
戦
の
直
前
に、
ル
イ
ス・
レ
ッ
プ
マ
ン
商
会
の
経
営
者
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
系
ア
メ
リ
カ
人
グ
ス
タ
フ・
レ
ッ
プ
マ
ン
と
結
婚
し
た
が、三十一歳で未亡人となる。六ヶ月の長男と三歳になったばかりの長女、二人の子を育てるため、レップマンはジャーナリストの仕事に就き 新聞や雑誌の記事、映画批評など 執筆 た。一方、児童文学作家としても活動を始め 一九二九年には初 児童書『
寝
坊
し
た
日
曜
日
』
を
出
版。
ま
た、
政
治
的
な
方
面
で
も
活
躍
し、
ヴュルテンべルク州ドイツ民主党女性グループでは指導的役割を果たし、帝国議会にも立候補したが、後の大統領テ
オドール・ホ
イスに敗れている。ヒトラーの台頭で、ユダヤ人であるレップマンは仕事を失い 一九三六年二人 子どもと共にロンドンに亡命する。その後、二人の子どもはロンドンの寄宿舎に入り、以後共に暮らすことはなかったという。
終戦後、国際ジャーナリストチームとして、ロンドンで「女性
と世界」という雑誌の創刊号の準備をしていた時、レップマンはアメリカ軍からあ 要請を受ける。それはアメリカ占領地域の女性
と
子
ど
も
の
文
化
的
教
育
的
問
題
に
対
す
る
顧
問
と
し
て、
ド
イ
ツ
の
バート・ホンブルグ あるアメリカ軍司令部に行ってくれないかという内容だった。レップマンは 話をきくや、ヒトラー政権下で祖国を去った時のこと、その後祖国に起こった非道な出来事を
思
い、
激
し
い
恐
怖
と
怒
り
に、
手
で
顔
を
覆
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う。
二週間あまり、彼女はこの話を受けるかど か苦しむ。
彼女を決断させたのは、イギリスの援助委員会を通して、知人
の
子
ど
も
た
ち
を
ド
イ
ツ
か
ら
逃
し、
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
駅
に
迎
え
に
行った時の思い出だった。八歳から十歳 五十人あまりのドイツの子ども ちは、みな、ドイツを離れる時に母親がくるんでくれたのであろう暖かいマントと帽子に身 包み、お なし 迎えに来た人たちに次々に引きとられていった。ロンドンの駅で繰り広
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げられたこの光景は、一方で愛の証であると同時に、子どもたちからの激しい告発として レップマンの心に深く突き刺さった。
後ろを見てはいけない。前を見て、子どもたちからはじめなければいけない
4。
一九四五年十月二十九日、レップマンは九年ぶりに、祖国に戻った。レップマン五十四歳。そしてレップマンは荒れ果てた視察の中で、危機の中にあって、なおすばらしい存在である子どもへの、共感と尊敬を自分行動の力としていく。
フランクフルトは全体がひとつの瓦礫の山のように見えました。
瓦
礫
は
心
と
胃
に
重
く
の
し
か
か
り、
私
の
心
を
震
わ
せ
ま
し
た。……街角にかがみこみ、おずおずと瓦礫の山から木材を探している人たちは、しばしば男女の見分けもがつきませんでした。私たちを気にかけるものは一人もいませんでしたが、たった一度、一人の小さな女の子が、私たちに手をふりまた。その子は半分壊れた階段 座って、なんと信じがたいことに、その手に秋
の花を一輪持っていたのです……
5。
レップマンにとって、ロンドンに亡命してきた子ども ちのこと、
そしてこの小さな女の子のことは、彼女のそれからの活動への邁進を支える、忘れがたい大事な思い出となった。自分が豪華な食事を与えられた時、何事もなかったかのように、過去の過ちを忘れたかのように振舞う人たちに会った時、レップマンの脳裏には必ずこの子どもたちの姿が見えていたようだ。
レップマンはジープでの視察の中で、何時も子どもたちを見逃
さず、目を注いだ。ジープに群がり片言の英語で話しかけてくる子、痩せこけてすさんだ表情の子、恐ろしい体験を無表情に語る子、ギャング集団で暮らす子、崩れた家や洞穴や、階段の下で暮らす など。
それにもかかわらず、彼らの目は子どもの目でした。これは驚くべきことでした。ほとんど理解を超えています
6。
（２）国際児童図書展示会（世界各国の子どもの本の展示会）開設この子たちに何ができるだろうか……幾人もの著名な知人たち
との会談の中で「精神の栄養」
ということにレップマンは気持ち
が傾いていく。視察の報告 ために、アメリカ軍の司令官会議に、唯一の女性として出席したレップマンは そこで様々な国の良質な子ども 本の展示会を提案する。
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この混乱した世界を正常に戻すために、まず子どもたちからはじめさせてください。そうすれば子どもたちはおとなに道を示すでしょう
7。
将軍から「資金をどうするのか」と尋ねられた彼女は、お金をかけずに本を集めること、つまり各国にお願いして本を送ってもらう
と
い
う
提
案
を
す
る。
将
軍
は
さ
ら
に
彼
女
に
尋
ね
る。
「
あ
な
た
が
本
を送ってくれと頼もうとしている国々の大半は半年前までドイツと戦争をし いた。おそらく今でも好意的ではないだろう。それでも本を送ってくれるとあなたは信じるのか」と。レップマンはこう答えている。
もし、戦争が本当に終わったのなら、そして民族の平和的共存を信じるというなら、これらの子どもの本は、その平和の最初の使者になるのです
8。
レ
ッ
プ
マ
ン
は
二
十
ヶ
国
に
向
け
て
様
々
な
言
語
で
複
数
部
の
手
紙
を
送った。
拝啓　
こ
の
書
面
は、
尋
常
な
ら
ぬ
お
願
い
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
す
が、
格別のご理解をいただけますようお願い
申し上げます。
　
私たちは、ドイツの子どもたちを、ほかの国々の子どもの
本に出会わせる道を探っております。ドイツの子どもたちには、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
時
代
の
本
を
排
除
し
て
以
来、
全
く
本
が
な
い
と
言っていい状態です。また、教育者や出版社も、指針となるべき自由世界の本を必要としています。この戦争の責任は子どもたちにはありません。子どもたちへの本は、最初 平和の使者となるでしょう！
　
集められた本で展覧会を行います。
まずはドイツで開催 その後、おそらく他の国々にも巡回するでしょう。外国語の障壁を超えるために、できれば絵本や挿絵のある本をお願いしたいと思います。しかし 良 物語文学も、読書会をすること 、子どもたちにも理解できることでしょう。ドイツの出版社が、これら 多くの本 翻訳出版権を得ることが きるよう希望します。　
またお国の子どものスケッチや絵画もお願いしたいと思い
ます。これらの絵は、世界共通のことばを話
子どもたち
を喜ばせるでしょう
9。
は
じ
め
の
返
事
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
届
い
た
時、
レ
ッ
プ
マ
ン
は
一
分
ほ
ど封を切れなかったという。
「フランスは喜んで協力いたします。
出版社にはすぐに手紙を出しました。本が十分な冊数集まり次第、
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専
門
家
に
選
ば
せ
て、
す
ぐ
に
送
り
ま
す。
」
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
は「
ノ
ル
ウェーの子どもの本は戦争の犠牲になりました。出版社にすら本がありません。そこで、直接子どもたちに頼んで本棚から本を探し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た。
」
二
十
ヶ
国
の
う
ち
十
九
ヶ
国
が
無
条
件
に賛成し、たった一国ベルギーからは「私たちは二度もドイツに侵
略
さ
れ
ま
し
た。
お
断
り
し
ま
す。
」
と
い
う
手
紙
が
届
い
た
が、
レ
ッ
プマンはドイツの新しい世代を育てることで、三度目の侵略を恐れる必要はないという 手紙 書き、ベルギーからはとりわけ良質な素晴らし 本が届いたという この時合計約四千冊の本がドイツに送られてきた。〈
子
ど
も
の
本
は
ボ
ー
ダ
ー
を
超
え
る
〉〈
子
ど
も
の
本
に
よ
る
国
際
理
解〉これは現在のＩＢＢＹの柱になっている理念である。国境というボーダーがもたらす最大の不幸は戦争であ が、レップマンは、この時、子どもの本は国境を越え、平和を構築する架け橋になることを確かに実感した
のだろう。一九四六年七月三日ミュン
ヘン「芸術の家」を会場に、国際児童図書展示会（世界各国の子どもの本の展示会）が開 した。
午後、子どもたちに扉が開かれました。メルヘンの国に入るように顔を輝かせて、子どもたちが押 寄せました。……何キロも歩いてきたその靴は埃まみれでした。……子どもたち
の笑顔やはしゃぐ姿は、いつまでも見ていても見飽きることはありませんで た
11。
レ
ッ
プ
マ
ン
は
子
ど
も
の
本
の
中
で
も
絵
本
は
と
り
わ
け
文
化
を
超
え
る、
言語の壁を越える力があると考えたが、各国に送った手紙からもわかるように、子どもの絵も会場に展示した。送られてきた絵を選ぶ段階で、レップマンは「賄賂のきかない観察者
11」である子ど
もたちの絵 ら 各国の事情をはじめ、たくさんのメッセージを受け取った。この絵本・絵を展示の核にする 方も 今日ＩＢＢＹやＩＪＢに受け継がれている。
毎朝「芸術の家」の前には長蛇の列が出来ました。すべての年齢層、すべて 階層 人がやってきました
12。
こ
の
こ
と
ば
か
ら、
レ
ッ
プ
マ
ン
は
子
ど
も
の
本
が
文
化
や
国
境
と
い
う
ボーダーを超えるだけでなく、一つの国 中 ボーダー（階層や年齢など）をも 力があることを既につかんでいたと えよう。展示会は、その後ドイツ国内を六都市巡回し、計七ヶ所の入場
者
は
百
万
人
を
超
え
た
と
い
う。
そ
の
中
の
入
場
者
の
一
人
で
あ
っ
た、
小さな女の子の発した言葉によってレップマンの理念は確立したのであろう。一九四六年十二月六日午前、ベルリ 会場展示会の
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初日の出来事であった。
……
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
ト
ナ
カ
イ
の
そ
り
が
描
か
れ
た
踊
り
場
に
やってくると、女の子は突然立ち止まり、深く息をして言いました。
「これが平和ね。
」そしてもう一度「これが平和ね。
」
13
（３）ミュンヘンに国際児童図書館（ＩＪＢ）と国際児童図書評議会（ＩＢＢＹ）設立図書展が成功すると、レップマンはそれらを恒常的に見ること
ができる場所つまり図書館を作りたいと考えた。展示会の「子どもの本を通じた国際理解」が高く評価され、レップマンはアメリカに招待されて各地で講演をし、のちの図書館設立への大きな後ろ盾となる人たちと会していった。幾多の曲折を経ながらロックフェラー財団やルーズベルト夫人などの援護で、一九四九年九月十四日、ミュンヘンに国際児童図書館が開館する。開会式に招待された各国の子どもたちの代表は、自分のお気に入り 本を原語（母語）で朗読した。アメリカの少年は『はなのすきなうし』
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
女
の
子
は『
ニ
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な
旅
』、
イ
タ
リ
ア
の
小
さ
な男の
子は『ピノキオ』
、スイスの女の子は『ハイジ』
、ドイツの
男
の
子
は『
エ
ミ
ー
ル
と
探
偵
た
ち
』、
フ
ラ
ン
ス
の
女
の
子
は『
ぞ
う
の
ババール』を。自分たちの母語を大事にす こと、これもまた今
日、ＩＢＢＹやＩＪＢに引き継がれている理念であり、ＩＢＢＹの読書支援の中には、本の少ない国において母語で書かれた本の出版を後押ししているものも多い。
また、レップマンは子どもの本による国際理解をためす理想的
な実験室は、絵本の部屋だと述べている。この部屋には字の読めない六歳以下の幼い子どもばかりでなく、すべて 年齢層の子どもが座っているが、絵本の中に描 れた世界はみ 子どもたちものであり、ここには既に「子ども国際連合」の姿がある。大人はこれを手本にすればいいのだ、と述べ 。こ 他この図書館に 、絵画のアトリエや小劇場、 につい 討論する部屋などもあった。それらすべて、従来の図書館 ありかたの枠を大きく外れるものであったが
、子どもを支えている親の集まりも開催し、
親の会も結成されるに至っては 図書館員 驚嘆も大き ったようである。
子ども国際連合を作るというこのことも、レップマンは行動に
移し、子どもたちにある日お知らせが配られた。
みなさんは、国際連合を知っていますね。六十ヵ国の代表が集まって、民族間の理解と世界平和のために力を尽くしています。国際児童図書館では、実験的に「子ども国際連合」を作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す。
残
念
な
が
ら、
こ
の
試
み
の
た
め
に、
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六十ヵ国から子どもたちを飛行機でミュンヘンに連れてくることはできません。そこで、みなさんに、代わって、こ らの
国
の
代
表
を
し
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
す。
と
く
に
関
心
の
あ
る
国、大事だと思う国を選んでください！
　
代表は各国二名と
します。飛行機の時代は人々の間の地理的な距離を縮めました。これからはお互いをよりよく知り、理解し合うことを学ぶ、
そ
れ
が
重
要
で
す。
「
子
ど
も
国
際
連
合
」
で
は、
毎
月
総
会
を
開き、自分たちで選んだテーマについて討論します。国際児童図書館の本や雑誌、写真、地図、レコードを自由に使えます。このことに興味のある十二歳から十六歳の少年少女は図書館に申し出てください。……
14
初めに自分たちがどの国の代表になるかの争奪戦の後、子ども
たちは「自分の国」について学ぶべく、図書館内の本はもちろん領事館・旅行会社・航空会社・博物館へと走ったという。このことは、日本でも一九九八年二月、長野市を中心に開かれた冬季オリンピックで、国際的イベントと市民との融和、そして一過性ではなく継続的な「国際理解・親善」につなげる工夫として「 校一
国
運
動
」「
一
店
一
国
運
動
」
が
展
開
さ
れ、
現
在
で
は
国
際
的
な
拡
が
りをみせていることを思い起こさせる。第一回子ども国際連合会議のテーマは子ども国際連合から青少年国際連合への名称変更で
あったとう。レップマンは「子ども」という言い方の中に、幸せな守られ イメージを持って使ったのだが、ドイツの子どもたちか
ら
は
以
下
の
よ
う
な
反
発
が
出
さ
れ
た。
「
私
た
ち
は
も
う
子
ど
も
で
は
ない。戦争中も戦争のあとも、六つになれば子どもではいられなか
っ
た。
あ
の
頃
は、
ま
だ
子
ど
も
で
い
た
か
っ
た
の
に！」
。
そ
れ
か
ら
は「世界平和に軍隊は必要か」
「人種隔離は正当化されるか」
「世
界
語
は
必
要
か
」「
私
た
ち
と
児
童
憲
章
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
議
論
は
深
め
られ、彼らは批判だけで い鋭い洞察を披露していった。こ ようにドイツの子どもたちが 後、正々堂々と正面
から大人が避け
た
い
テ
ー
マ
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
だ
姿
が
記
録
さ
れ
て
い
る。
こ
れ
は、
環境さえ整えれば、子どもたちのこうした力を育て引き出せることを実証している。このことは、大震災、特に先の見えない原発事故の中で育つ、福島の子どもたちへのヒントにならないだろうか。
この図書館で二十年間司書として勤め、日本セクションの責任
者をしていたガンツェンミュラー文子氏は、この図書館開設 ついて以下のように述べている。
至るところにあって、道路も見分けられなくなっていたがれきの山は一九五一年ぐらいまであったそうです。皆栄養失調で生存 危機にさらされ、一九四八年にはミュンヘンの学生
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一万五千人が社会のため、自分のため、大々的な食料要求のデモ行進をしています。一九四九年からドイツマルクが流通し、
そ
の
後
ド
イ
ツ
は
徐
々
に
経
済
復
興
の
道
を
た
ど
る
の
で
す
が、
反面、貨幣改革のため、特に多くの老人たちが生活の糧を失い、
路
頭
に
立
ち
ま
し
た。
こ
の
よ
う
な
戦
後
の
困
窮
し
た
時
期
に、
子どものための図書館が誕生し、しかも創立者はユダヤ系ドイツ人の女性ということは、やはり驚くべきことだと思います
15。
さ
ら
に
レ
ッ
プ
マ
ン
は
そ
の
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
止
め
る
こ
と
な
く、
一九五一年、子どもと子どもの本を取り巻く人たちの「協調」が、子
ど
も
の
本
の
世
界
で
は
一
番
欠
け
て
い
る
こ
と
と
し
て、
作
家・
画
家・
出版者・書店・図書館員・教育者・美術教育者・心理学者など子どもの本に関心のあるすべての人たちが集うべく国際会議を模索し、秋には六十通の招待状を発信する。反響は大き 、子どもの本関係者二五〇人が集い十 月十八日、国際児童図
書評議会（Ｉ
ＢＢＹ）設立が決定された。その第一回総会は、一九五三年スイス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
開
か
れ
た。
設
立
の
際
の
会
員
に
は
ケ
ス
ト
ナ
ー、
ア
ス
ト
リ
ッ
ト・
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン、
リ
ザ・
テ
ツ
ナ
ー、
ベ
ッ
テ
ィ
ー
ナ・ヒュールマンなど 著名な作家や編集者などが名を連ねている。ＩＢＢＹは今日七十七支部を持ち、レップマンが唱えた〈危
機にある子どもたちにとって本が精神の栄養になる〉という原点、また〈子どもの本を通じての国際理解が平和を構築していく〉という理念を忘れることなく、各国それぞれの情勢の中で、あゆみつづけている。
読書のインクルージョン
―
トーディス・ウーリアセーター
（１）ダグトール君のあゆみと北欧の福祉思想一
九
五
五
年、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ウ
ー
リ
ア
セ
ー
タ
ー
夫
妻
に
長
男
ダ
グ
ト
ー
ル
が
生
ま
れ
た。
北
欧
は
高
度
な
福
祉
国
家
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が、
はじめからそれがあったわけでな 。このダグトール君には自閉症という「障害
16」があっ が、彼のあゆみはノルウェーの福祉が、
六〇年代の施設収容型福祉から、八〇年代後半限りなく家庭に近い地域で共
に生きていく地域福祉型へと転換していったあゆみに
ほかならない。ノーマライゼーションやインテグレーション・インクルージョンという概念もそこから生まれてきたと える。
ダ
グ
ト
ー
ル
君
が
生
ま
れ
た
時、
母
で
あ
る
ト
ー
デ
ィ
ス・
ウ
ー
リ
ア
セーター（一九二七～）は大学で心理学や教育学を学ぶ学生であり、
妊
娠
時
結
核
を
患
っ
て
お
り、
当
時
の
治
療
を
受
け
な
が
ら
出
産
し、
分娩もかなりの難産だった。母は一年間ぐらいは、子どもの成長に何の疑いも抱かず、九ヶ月の時に 大学の保育所にダグトール
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君を預けた。一年ほどの入所期間中、彼はほとんど言葉を話さず、トーディスが学業を終えるころに、たまたま職員の休暇で保育所を手伝ったトーディスは、自分の子を客観的に見て、寝込ん しまったほど、他児と我が子 様子が違っていた。三歳になってもトイレトレーニングができず、心理士に相談。そこからトーディスに、自分の子が受ける療育の内容への疑問や哀しみが重なっていく。専門の機関に相談すればするほど 場も内容も 閉じ 療育を受け、彼の人間としての成長が見られず 問題行動が大きくなっていく。特に、一九六〇年代、まだ世界的に自閉症研究は進んでおらず、親子、特に母親との関係が一見冷たく見える自閉症の親子関係の様子から 自閉症 原因を母親の愛情不足、育て方の
せ
い（
母
原
論
）
と
す
る
説
が
唱
え
ら
れ
た
時
期
が
あ
り、
ト
ー
デ
ィ
ス
も
そ
の
こ
と
で、
か
な
り
苦
し
ん
で
い
る（
日
本
で
も
ど
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
母
親
が、
同
じ
よ
う
に
涙
を
流
し
た
で
あ
ろ
う
）。
そ
の
間、
ト
ー
ディスは学生から大学の教員になっており、特別支援教育の専門家
と
し
て
歩
み
始
め
て
い
る。
し
か
し、
ト
ー
デ
ィ
ス
は
や
が
て、
ダ
グ
トール君が受けてきた訓練や療育、家族や地域から切り離された施設の中で彼 生活を送ることで、人として大事なことが失われていくことに気づいていく。トーディスは当時を振り返 多くの努力をしてくれた専門家に感謝しつつも、自分たち両親も含めて、
「
た
ぶ
ん、
わ
た
し
た
ち
は
ま
ち
が
い
を
犯
し
た
の
で
す
」
と
言
い
切
る勇気を持った。ダグトール君の問題行動は家庭が崩壊 もおかしくないくらい酷しい状態のものも多 、それでもトーディスは、冷静で理解があり、仕事や困難を分担し くれる夫と ダクトール君を一人の兄とし 受け止めている二人の妹、この家族に支えられながら、仲間と息子のためにホ ム
17（限りなく家庭に近
い形で、地域で共に生き いく施設）を建設する。週末 は家族のもとにか りつつも、親が亡き後の
本人の暮らしに備え、また
子どもを一人の生活者と認め のならば、家族が幼児 ように抱え込むことは、親子どちらに 良いことでな と考え、そこ 彼の主たる住処 する。（２）本・レポート発表からＩＢＢＹ障害児図書資料センターへ一九七六年、ダグトール君が二十歳になった時、トーディスは
トーディス・ウーリアセーター近影
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「いま、わたしはあることを言葉に表そうと筆をすすめています。しかし、そうしている私は、正しいのでしょうか……我が息子ダグトールの世界について、あの子が経験したそのものを文章にしてみたいのですが、私にはできません。……私が書けるすべては、ダ
グ
ト
ー
ル
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
き
た
私
た
ち
の
経
験
に
つ
い
て
で
す
」
という書き出しで、ダグトール君の二十年の生きてきたありのままを綴った本を 版 た
18。その本は、一人の自閉症青年の生い立
ちとその母の二十年間の記録であると同時に 大型施設から地域で生きるホームや生涯教育と労働を保証したワークセンターの実現、そして北欧の福祉の象徴的理念 あるノーマライゼーションが推し進められていった歴史そのものである。
本
に
綴
る
の
は
難
し
く、
書
こ
う
か
書
く
ま
い
か
随
分
迷
い
ま
し
た。
ダグトールに「あなたの生い立ちを書きたいのだけれど、いいかしら？」と許可を得るために尋ねることは
できませんし、
しかも私たちの生活を遡って、悲しく惨めな月日について語ることは激痛が走る手続きでした。そうではありますが、息子の生い立ちについて語り、ダグトールの全人格を通してあの子が私たちに与えてくれた何かを本に記すべきと感じまた。
この本の最後からふたつめの章で「あの子が文章の中で言葉を使い始めています」と書きました。この本はいくつもの国で
翻
訳
さ
れ
本
を
通
し
て
ダ
グ
ト
ー
ル
は
今
で
は、
デ
ン
マ
ー
ク
語、
英語……そしてこれからは日本語も話します！
こ
れ
は、
一
九
八
九
年
日
本
語
版
が
出
版
さ
れ
た
お
り、
ト
ー
デ
ィ
ス・
ウーリアセーターが、日本の読者に寄せた言葉である
19。
そ
し
て、
ト
ー
デ
ィ
ス
は、
一
九
八
一
年、
障
害
児
図
書
関
係
者
に
と
っ
て
の
バ
イ
ブ
ル
と
も
言
え
る、
子
ど
も
の
本
の
世
界
に
お
け
る
画
期
的
な
ユ
ネ
ス
コ
レ
ポ
ー
ト
T
he R
ole of C
hildren’s B
ooks in Integrating 
H
andicapped C
hildren into E
veryday Life. U
nesco （
日
常
生
活
に
障
害
児
を統合する際の児童書の役割）
N
o. 1 in U
N
E
SC
O
’s Studies on B
ooks 
and R
eading Series を世に発表する。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
当
時
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
立
特
殊
教
育
研
究
所
の
准
教
授
で
あ
っ
た
ト
ー
デ
ィ
ス・
ウ
ー
リ
ア
セ
ー
タ
ー
が、
国
際
障
害
者
年
に
子
ど
も
の
本
に
関
わ
る
人
す
べ
て―
編
集
者・
作
家・
画
家・
図
書
館
員
―
に、障害のある子どもと本をめぐる問題を正しく知ってもら
い、世界中の障害がある子どもたちに、良い本をたくさん読んでもらうことで、国際障害者年以降長期的な計画と実行を促すために書いたものである。そしてイタリアのボローニャ児童図書展で、一
九
八
一
年
国
際
障
害
者
年
に
開
か
れ
た「
本
と
障
害
児
に
関
す
る
セ
ミ
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ナー」の基調講演でプレゼンテーションされた。
この時同時に「本と障害児展」も開催され、展示本のカタログ
も
発
行
さ
れ
て
い
る
21。
こ
こ
で
は
二
十
ヶ
国
以
上
の
国
か
ら、
障
害
児
に
関
す
る
本（
A
bout ）、
障
害
児
の
た
め
の
本（
For ）
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が、これはトーディスがＩＢＢＹ各国支部に手紙を書き、調査とその結果としての本の送付を依頼したのである。日本からもＩＢＢ
Ｙ
日
本
支
部
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
が
依
頼
を
受
け
て、
調
査
研
究
し、
A
bout の
本
一
六
八
点、
For の
本
十
四
点
を
調
査
結
果
と
し
て
送
っ
て
い
る。
こ
の
展
示会では日本から送られた手作りの布の絵本・さわる絵本が大きな反響を呼んだ
21。
この展示会やセミナーの実現にはさきのＩＢＢＹという団体が
動いている。トーディスは、一九七九年夏頃から、国際障害者年に向けて「障害」のある人の教育や仕事や生活などに目が向けられるだけでなく、どんな「障害」があろうと、子どもたちは本に出会い、本を通じて自分たちの生活をより豊かにしていく
権利が
あることにも目 向け 欲しいと願っていることを、当時のＩＢＢＹ会長に電話や手紙で直訴したという。その願いは通じ、ＩＢＢＹ会長から正式に当時トーディスが勤務していた ノルウェー国立特殊教育研究所長 、ＩＢＢＹプロジェクトとして この任について欲しいと要請があり トーディスはこ 連のプロジェクト 仕事として自分の時間と力を注ぐことが可能にな た。
こ
の
時
に
開
か
れ
た、
本
と
障
害
児
展
と
そ
の
カ
タ
ロ
グ
の
発
行
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
は、
そ
の
後
一
九
八
五
年、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
と
ノ
ル
ウェー国立特殊教育研究所の協力でＩＢＢＹ障害児図書資料センター設立に結びつき、さらに、展示会とカタログの発行は今日までこのセンターの中核をなすプロジェクト して継続されている
22。
ト
ー
デ
ィ
ス
は
一
九
八
五
年、
も
う
一
つ
の
重
要
な
レ
ポ
ー
ト
と
展
示
会
を
世
に
送
り
出
す。
B
ooks for Language R
etarded C
hildren N
o. 20 in 
U
N
E
SC
O
’s Studies on B
ooks and R
eading Series である。先の展示会も
ボローニャ開催後世界を巡回したが、この展示会もボローニャで開
催
の
後、
フ
ラ
ン
ス・
ス
ペ
イ
ン・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド・
スウェーデン・ノルウェーなどの国を巡回した。
ト
ー
デ
ィ
ス
が
書
い
た
二
つ
の
レ
ポ
ー
ト、
そ
の
中
で
取
り
上
げ
て
い
る「
統
合
」（
integrate ）
と
い
う
概
念、
さ
ら
に「
障
害
」
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を「
言
葉
に
つ
ま
づ
き
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
」（
Language R
etarded 
C
hildren ）
と
い
う
テ
ー
マ
の
立
て
方
で
考
え
る
視
点、
こ
れ
ら
に
は
ト
ー
ディスのダグトール君を育てた過程でつかんだ大事な見方や観点が包括されてい といえよう。「統合」という考え方の大前提には、
「障害」のある子どもたち
は、施設で隔離され
　
地域で孤立して生きていくのではなく、社
会の中に参加して生きていくべきである、という主張がある。その実現 ために本がどういう役割を果たしていくのかについては、
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以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る。
「
障
害
」
が
描
か
れ
る
こ
と
で、
そ
れ
を
読
む人が「障害」を理解するようになる。本の中で描かれる社会の中に、あたりまえに「障害」のある子どもたちが登場することで、社会の自然な有 様を学ぶ。いろいろな「障害」のある子どものために作られている本があることで（例えば見えない子どもたちの
た
め
に、
文
字
が
点
字
と
な
り、
絵
が
さ
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
本
）、
そ
う
い
う
子
ど
も
の
存
在
を
知
る。
そ
の
よ
う
な
本
が
図
書
館
や
書
店に置かれることで、そこが「障害」がある子どもたちも参加できる場所になっていく。出版社や編集者は、そのような本を出版することの必要性を知る。また「障害」のある子どもたちも、自分と同じ存在を の中に見出すことで、己のアイデンティティを育むこ ができる。「
言
葉
に
つ
ま
づ
き
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
」
と
い
う
焦
点
の
当
て
方
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
レ
ポ
ー
ト
の
中
で、
特
筆
す
べ
き
は、
こ
の
当
時
か
ら「
手
話」を聴覚障
害の人たちにとっての「自分たちの言語＝母語」で
あると捉えて、子どもたちが絵本で自分の言語と幼い時から自然に出会っていくように、聴覚障害の子どもたちも、自分たちの言語である手話がテキストとして書かれている絵本に出会っていく必要性を取り上げていることである。また、知的障害、言葉の遅れ、
言
葉
が
理
解
で
き
な
い、
そ
う
い
っ
た「
障
害
」
に
対
し
て
面
と
向
かって本の大事さを唱えたことも特筆される。本とは文字や言葉
が
つ
ま
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り、
そ
こ
に
た
ど
り
着
け
な
い
よ
う
な「
障
害」のある子どもたちは、本とは無関係に思われるところがあった時代である。この子 には言葉や文字が理解できないそれぞれの理由が有り、そ を理解しバリアを取り除き、配慮した本があれば、本を楽しみ 本から学ぶことができる。ただ それは決して赤ちゃん絵本でいいということで なく、テーマや装丁などに年齢への配慮があり、かつ読みやすくわかりやすくレイアウトされ
た本の必要性を、このリストでは世に知らしめている。当時
の
こ
の
知
見
の
高
さ
は
抜
き
ん
出
た
も
の
で
あ
る。
一
人
の
母
親
と
し
て、
言葉を持たない、理解しないかと思われ ようなサイレント・サンであるダクトール君の中に、トーディアはいつも「ことば」を聴き感じていたのであろう。
トーディス・ウーリアセーターが、世の中に向かってあげた声、
それはここで筆者が言葉を変えて説明 てしまうよりも、彼女直接の言葉を こに届けたい。それは、トーディスが先のユネスコレポートのまとめとし 書いた文章である。少し長い そ 訳文をここに全文記する。
　
本
は
子
ど
も
の
こ
と
ば
の
発
達
を
促
し、
教
育
効
果
を
高
め
ま
す。
子どもに本が必要だということは、研究からも実践からもわかっています。子守歌のメロディーと詩のリズムは子ども
攪上久子　　子どもの本の可能性を拓いた女性たち99
リズム感を刺激して、自分の身体を意識させます。子どもたち、とくに障害をもった子どもたちは、絵本、わらべ歌、物語、やさし 読める本などを求めています。本は子どもたちの自由な時間を、有意義にすごさせてくれ 子どもたちを幼少の頃から本に親しませてあげたいも です。　
本にふれる機会をすべての子どもに与えるためには、障害
をもつ子どもたちの、それぞれの障害に十分に配慮した本が必要です。　
たとえば次のような本です。
　
―点字の本、音 出る本、さわる絵本を目の不自由な子ど
ものために。　
―大活字本を弱視の子どものために。
　
―手話のイラスト入り 本を、耳の聞こえない子ども た
めに。　
―非常に単純でわかりやすい絵本を、ことばのおくれてい
る子どものために。　
―やさしく読める本を、読む力のおくれている大勢の子ど
もに。　
ふつうの絵本の中にも、障害をもつ子どもが楽しめる
はたくさんあります。わらべ歌を集めた本は、そ
の一例です。
問題 、親や先生、施設の職員が、そういう の存在になか
なか気づかないことです。　
障害児の教育にたずさわる先生や施設の職員や親は、子ど
もの本についてもっと広く知っていなければなりません。図書館の司書の養成課程で、障害児や障害児の読書について学ぶことを義務づける必要があります。　
作家、画家、編集者は、さまざまな障害の子どもたちに接
して経験をつんでいる先生や施設職員や親の考えていることを、知る必要があります。障害をもつ子どもたちとつきあって、子どもたちに必要な は何か 知り、理解して本をつくることが大切な場合も少 くないでしょう。　
子どもたちが求めているものを画家、作家 編集者に知ら
せるのは、教育にたずさわる人たちの課題です。それを受けて何よりもまず、やさしく読めてしかも意味の深い文章を書くことが、作家の仕事です。画家は、文章を理解する手助けとなるような絵を、読む力のおくれている子
どもや弱視の子
どもの特別な要求に応じて描くことに挑戦します。適切 印刷技術（活字の大きさ、書体 組みなど）を用 て本をつるのは、編集者やデザイナー 課題です。このように てできた本を、求めている人に紹介し、手わた のは、図書館員の仕事です。　
本
に
か
か
わ
る
専
門
職
の
人
々
は、
〝
適
切
な
〟
図
書
を
調
査
し
た
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結果やそのリストを紹介するとともに、障害児が使う本についての情報や、実践活動の報告が、社会 広く知られるように
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。
「
適
切
な
」
と
い
う
一
語
は、
大
切
な
意味をもっています。なぜなら、作者が、障害をもつ子どもを自分の本の中に登場させておきながら、その ついて十分な知識をもっ いないことがあり、そういう本は避けなければならないからです。また、作者が子どもよりも障害そのものに目を奪われ、あたかも障害が子どもの全人格を左右してしまうように描く場合にも、特別な注意が必要です。図書館員など専門職の人々の仕事 で、何よりもまず大切なのは、よい本があること 一般 人に知ってもらい、そういう本が大いに利用され ように、働きかけ くことです。本は私たちに影響を与えます。私たちは お が が人間どうしとして出会えるような本を求めています。私 ち 中には、障害をもっている人も
、そうでない人もいます。本の中
でも実際の生活の中でも おたがいど し、知りあうことが大切 す
23。
二人の軌跡がいまどう引き継がれているのか現在ＩＢＢＹ本部はスイスのバーゼルにあり、ユネスコのカテ
ゴリーＢ（情報・協議関係）に属し、子どもの権利条約に基づいて
活
動
す
る
非
営
利
の
子
ど
も
と
子
ど
も
の
本
を
つ
な
ぐ
世
界
の
ネ
ッ
ト
ワークとなっている。
ＩＢＢＹが現在ミッションとしてあげているのは・ 子どもの本を通じた国際理解
・
 世界中のあらゆる子どもたちが文学的・芸術的に優れた本と出会う機会を作る
・
 発展途上国の子どもたちのための、質の高い子どもの本の出版と普及を応援する
・
 読書活動の推進と本を届ける活動 応援
・
 子どもの本の学術的研究
・
 国連の子どもの権利条約にのっとった子どもの権利の遵守
24
そして主な活動は・ 子どもの本の作者や画家を対象とした、小さなノーベル賞といわれる「国際アンデルセン賞」の選考と授与
・
 識字・読書普及、貧困や紛争災害地域に本を
届けるための活
動
を
す
る
人
た
ち
を
対
象
と
し
た「
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
朝
日
児
童
図
書
普
及
賞」の選考と授与
・
 世界各国 新刊本の中から優れた文学・絵 ・翻訳を見出す「オ
ナ
ー
リ
ス
ト
」
の
選
定
と
カ
タ
ロ
グ
の
発
行・
巡
回
展
実
施（
隔
年）
攪上久子　　子どもの本の可能性を拓いた女性たち101
・
 障
害
児
図
書
資
料
セ
ン
タ
ー
で
の、
O
utstanding B
ooks の
選
定
と
カ
タログの発行・巡回展実施（日本では世界のバリアフリー絵本展として巡回）
（隔年）
。
・
 災害・紛争地域への本を通じた援助、識字活動
・
 ホームページ上に
IB
B
Y
 C
hildren in C
risis Fund
を開設
そのほか、四月二日を国際子どもの本の日と定め、各国持ち回
りによるポスターとメッセージの制作、二年に一度の世界大会の開催を行なっている。
レップマンがまず初めにしたことを思い起こしてみると、図書
の展示会であった。展示会巡回は今日でもＩＢＢＹの活動の核となっている。しかもその 本は各国自身が選書するという原則が貫かれ 本 通じての国際理解・異文化理解といった時、本で他国や異文化を紹介しようとすると、私たちは知らず知らず自分たちの持っているその国のイメージに縛られて、ステレオタイプ的に本を選びがちである。自国で 選書で集められる本には、そういった過ちはおきない。また、母語を大事にしていることも、レップマンの意思が守られて るが、これ 自国からの本の推薦があってこそ貫いていけることだろう。
今年九月メキシコで開催されたＩＢＢＹ世界大会には七〇〇人
あまりの人々が世界中から集った。世界中の子どもと子どもの本を
つ
な
ぐ
人
た
ち
が
集
い、
実
際
に
顔
を
あ
わ
せ
て、
時
や
場
を
共
有
し、
討論し、交流し、時には食事を共にし、一緒に笑い合い、歌い合い、そのことでお互いが信頼し合える存在であるという確信が持てること
―
子どもと子どもの本を取り巻く人たちの「協調」の
ために国際会議 場を持つと う、レップマンの着眼のすばらしさを大会 出席するたびに確かに実感する。
ＩＢＢＹ障害児図書資料センターはオスロ大学内の特殊教育研
究所に一九八五年設立後、ニナ・ライダーソンをセンター長とし二〇〇五年までトーディス・ウーリアセータ もそのプロジェクトに加わりながら、障害児図書のアイディアバンクとして活動の基礎を作り、ニナの退職とともに、セ
ンターは同じノルウェーの
ハ
ウ
グ
特
別
支
援
学
校
図
書
館
内
の
資
料
セ
ン
タ
ー
内
に
移
っ
た。
司
書
の
ハ
イ
ジ・
ボ
イ
エ
セ
ン
が
二
代
目
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め、
こ
の
時
点
で、
三十ヶ国四十二言語、約四千タイトルの資料を有していた。さらにハイジの退職で、二〇一四年春、センタ は北欧を離れ、カナダ、トロント 公立図書館内のＩＢＢＹ障害児図書コレクションコーナーにすべての資料を移した。
現
在
の
セ
ン
タ
ー
の
主
な
活
動
は、
解
説
書
付
き
の
カ
タ
ロ
グ
発
行
と
展
示
会
と
い
う
ト
ー
デ
ィ
ス
の
引
い
た
軌
跡
を
踏
襲
し
て
い
る。
本
は
隔
年
事
業
で
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
各
支
部
に
呼
び
か
け
て
公
募
し、
そ
の
中
か
ら
O
utstanding B
ook
リ
ス
ト
を
作
り、
そ
の
本
を
ま
ず
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
児
童
図書展で公開し、その後、希望の国を巡回する。リストアップさ
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れなかった本も、各国が寄せた図書資料はすべてセンターにコレクションとして保管されている。このセンターのコレクションの特徴は、世界各国から優れた良書を集めたということだけではなく、新しいアプローチを積極的に紹介していること、アプローチは特に目 くなくとも、その国その地域で、初めて取り組まれた出版や研究などにも着目 いることが挙げられる。また、特筆
す
べ
き
は、
障
害
児
図
書
と
い
う
と
障
害
児
に
関
す
る
本（
A
bout ）、
障
害
児
の
た
め
の
本（
For ）
の
み
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
な
中
で、
一
般
市
販
絵
本
の
中
に、
「
障
害
」
や
異
文
化
を
超
え
る
図
書
を
見
出
す
こ
と
を
プ
ロ
ジェクトの大きな柱としてきた。つまり、隔年でＩＢＢＹ支部に送られる
O
utstanding B
ooks Subm
issions の募集要項には以下のよう
な三つのカテゴリーがある。〈
カ
テ
ゴ
リ
ー
一
〉
特
別
な
ニ
ー
ド
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
特
別
に制作された本
〈
カ
テ
ゴ
リ
ー
二
〉
一
般
に
市
販
さ
れ
て
い
る
芸
術
的
に
も
文
学
的
に
も
質の高い絵本で、か
つ、特別なニードのある子どもも、読み
やすい条件を兼ね備えた本
〈カテゴリー三〉障害のある子どもや大人が描かれている図書
25
筆者は特にこのカテゴリー二を含むプロジェクトであることを
高く評価したい。本を通じた社会参加、インクルーシブな社会を願
う
理
念
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
根
幹
に
あ
る
こ
と、
こ
の
こ
と
こ
そ、
ト
ー
デ
ィ
ス
が
息
子
ダ
グ
ト
ー
ル
君
と
共
に
生
き
な
が
ら、
「
ど
う
生
き
て
い
く
こ
と
が、
「
障
害
」
の
あ
る
人
々
に
と
っ
て
大
事
な
の
か
」
考
え
つ
づ
けた答えなのだろう。筆者はこの展示会実行委員長であり、日本各地で巡回展示会を実施している。二年に一度展示本は更新されるが、展示会では、毎バージョン二十ヶ国ぐらいから五、六〇冊選書された本が並ぶ。この展示会は、北欧のノーマライゼーションと、ＩＢＢＹの子どもの本はボーダーを超え、異なったもののあいだに橋をかけるという両者 理念が具現化されたものである。どの国、どの文化、どのような社会であ と
、いまの自分たち
の立ち位置から、世界の国々から選ばれた本を実際に手にとって見ることで、自国の状況を客観的に見て、課題 知ることができる。自国の本だけでは知りえないことを世界 から具体的に知ることができる。そしてそれらの本 信頼する仲間が選んでくれた本であるという安心感は大きい。「
障
害
」
は
多
様
な
も
の
で
あ
り、
一
冊
の
本
が
全
て
の
問
題
を
解
決
で
きるわけではないが、様々なアプローチを知 ことで、出版や読書活動に生かしていくことは可能 ある。こうした本は、制作や出版や販売の過程でも多 の障壁（バリア）にぶつか 関係者の努力でそれらを乗り越え、一冊の本として結実していく。展
攪上久子　　子どもの本の可能性を拓いた女性たち103
示会は、これら関係者の努力への励ましともなる。この分野の本の存在や必要性をもっと広く知らしめ、そ てさらなる研究開発が
進
み、
「
障
害
」
が
あ
る
子
ど
も
の
読
書
環
境
に
対
す
る
理
解
や
知
識
が
より深まること、新しい本の出版や、販売促進に関するアイデアを示すことを願って展示会を実施している。
■
注1 
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
の
子
ど
も
の
本
の
支
援
「
ち
っ
ち
ゃ
な
図
書
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。
<
 http://w
w
w
.unicef.or.jp/kinkyu/japan/pdf/uf_6_report_j_all.pdf >
2 〈
３
・
１
１
絵
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
い
わ
て
〉
活
動
報
告
　（
二
〇
一
四
年
八
月
二
十
四
日
現
在
）
 
開
梱
済
み
件
数
： 五
八
三
八
件
、
二
三
万
二
五
四
八
冊
。
 
配
布
済
み
の
絵
本
： 三
〇
六
ヶ
所
、
一
〇
万
九
〇
〇
〇
冊
。
 
活
動
支
援
金
の
合
計
： 二
五
九
〇
万
九
九
六
五
円
。
3 
被
災
地
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
集
ま
っ
た
本
の
数
が
ど
の
く
ら
い
膨
大
な
数
で
あ
っ
た
か
、
実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部
の
児
童
書
の
総
蔵
書
数
を
参
考
に
記
載
し
て
み
る
。
 
児
童
書
一
九
〇
三
冊
、
絵
本
一
八
二
七
冊
（
二
〇
一
四
年
十
一
月
現
在
）。
 
被
災
地
に
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
み
な
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
、
本
の
活
動
を
し
て
い
る
団
体
や
人
々
・
学
校
・
図
書
館
・
出
版
社
か
ら
本
が
届
け
ら
れ
た
り
、
本
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
り
、
図
書
館
が
建
設
さ
れ
た
り
し
た
。
4 
イ
ェ
ラ
・
レ
ッ
プ
マ
ン
著
、
森
本
真
実
訳
『
子
ど
も
の
本
は
世
界
の
架
け
橋
』
こ
ぐ
ま
社
、
二
〇
〇
二
年
、
p. 25 。
5 
森
本
真
実
「
子
ど
も
の
本
の
架
け
橋
」
こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん
第
八
十
八
号
（
二
〇
〇
一
年
冬
季
号
）
東
京
子
ど
も
図
書
館
、
p. 11-12 。
6 
前
注
4 、
p. 48 。
7 
前
注
4、 p. 53 。
8 
前
注
4、
p. 55-56 。
ど
ん
な
本
が
二
十
ヶ
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
か
は
、
以
下
図
書
展
が
開
幕
し
た
日
の
朝
の
、
ケ
ス
ト
ナ
ー
が
各
新
聞
に
掲
載
し
た
時
の
挨
拶
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
「
…
…
私
は
豪
華
な
出
席
者
リ
ス
ト
の
中
か
ら
、
何
人
か
の
お
名
前
を
書
き
写
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
…
…
北
ド
イ
ツ
か
ら
は
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ー
ゲ
ル
氏
、
ほ
ら
ふ
き
男
爵
ミ
ュ
ン
ヒ
ハ
ウ
ゼ
ン
氏
、
親
指
小
僧
氏
、
ハ
ー
メ
ル
ン
笛
吹
き
氏
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
は
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
ペ
ー
タ
ー
氏
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
エ
ン
か
ら
山
の
精
リ
ュ
ー
ベ
サ
ー
ル
氏
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
は
ム
ッ
シ
ュ
ー
青
ひ
げ
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
は
小
公
子
フ
ォ
ン
ト
ル
ロ
イ
公
、
ミ
ス
タ
ー
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
、
ガ
リ
バ
ー
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
カ
バ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
、
オ
リ
バ
ー
・
ツ
ウ
ィ
ス
ト
の
各
氏
、
イ
ン
ド
か
ら
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サ
ヒ
ブ
・
キ
ム
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
モ
ヒ
カ
ン
族
の
ホ
ー
ク
ア
イ
と
黒
人
の
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
、
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
毅
然
と
し
た
す
ず
の
兵
隊
…
…
有
名
な
動
物
た
ち
も
や
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
長
靴
を
は
い
た
猫
、
は
な
の
す
き
な
う
し
フ
ェ
ル
ジ
ナ
ン
ド
、
ミ
ッ
キ
ー
・
マ
ウ
ス
、
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
、
ラ
イ
ケ
ル
狐
、
猫
の
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
。
お
姫
さ
ま
や
王
さ
ま
方
、
妖
精
、
炭
焼
き
、
宝
捜
し
人
、
魔
女
、
船
長
、
英
雄
、
魔
法
使
い
、
こ
の
開
会
式
に
出
席
し
た
こ
れ
ら
の
人
全
員
の
名
前
と
出
身
地
を
あ
げ
て
い
た
ら
紙
面
が
足
り
ま
せ
ん
の
で
…
…
彼
ら
に
会
い
に
来
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
…
…
」
9 
前
注
4、
p. 58 。
11 
前
注
5、
p. 14 。
11 
前
注
4、
p. 86 。
12 
前
注
4、
p. 90-91 。
13 
前
注
4、
p. 105 。
14 
前
注
4、
p. 208 。
15 
ガ
ン
ツ
ェ
ン
ミ
ュ
ラ
ー
文
子
「
本
と
子
ど
も
と
大
人
を
つ
な
ぐ
場
所
〝
本
の
城
〟（
Ｉ
Ｊ
Ｂ
）
で
の
二
〇
年
」
国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
電
子
書
籍
・
電
子
雑
誌
）
二
〇
〇
九
年
十
月
二
十
四
日
。
16 
障
害
の
表
記
に
つ
い
て
。「
障
害
」
と
言
う
表
記
を
使
用
す
る
。「
障
害
」
は
、
個
人
の
身
体
の
中
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
的
な
関
係
の
中
で
生
じ
て
い
く
も
の
、
捉
え
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
カ
ギ
カ
ッ
コ
は
、
障
害
と
は
何
か
、
問
い
直
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
味
で
、
筆
者
は
四
十
年
間
こ
の
よ
う
に
つ
け
て
使
っ
て
き
た
。
17 
ウ
ー
リ
ア
セ
ー
タ
ー
は
「
ホ
ー
ム
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
日
本
の
施
設
の
形
態
に
当
て
は
め
る
と
、「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
と
い
う
形
態
が
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
18 
T
ord
is Ø
rjasæ
ter, B
O
K
A
 O
M
 D
A
G
 T
O
R
E
 (M
y Silen
t Son
), J.W
. 
C
applens, 1979.
19 
Ｔ
・
ウ
ー
リ
ア
セ
ー
タ
ー
著
、
藤
田
雅
子
訳
『
マ
イ
・
サ
イ
レ
ン
ト
・
サ
ン
： 自
閉
症
の
息
子
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
ぶ
ど
う
社
、
一
九
八
九
年
。
21 
B
ooks and disabled children, T
he International B
oard on B
ooks for 
Y
oung P
eople, 1981.
21 
中
島
信
道
「
布
の
絵
本
・
さ
わ
る
絵
本
の
海
外
で
の
反
響
」、『
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
会
報
』
N
o. 23 、
一
九
八
二
年
四
月
。
こ
の
中
島
氏
は
当
時
偕
成
社
の
編
集
者
。
そ
の
後
偕
成
社
で
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
の
展
示
に
先
駆
け
て
、
一
九
七
九
年
の
国
際
児
童
年
の
記
念
事
業
と
し
て
〝
布
の
絵
本
・
さ
わ
る
絵
本
展
〟
を
編
集
部
長
鴻
池
守
氏
の
提
案
で
朝
日
新
聞
厚
生
文
化
事
業
団
の
主
催
、
偕
成
社
協
力
で
大
都
市
を
中
心
に
実
施
。
そ
れ
か
ら
一
九
八
六
年
ま
で
毎
年
実
施
さ
れ
た
。
22 
解
説
書
付
き
の
カ
タ
ロ
グ
発
行
と
展
示
会
は
、
そ
の
後
一
九
八
五
年
、
一
九
九
一
年
、
一
九
九
九
年
、
二
〇
〇
一
年
、
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
〇
七
攪上久子　　子どもの本の可能性を拓いた女性たち105
年
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
一
年
、
二
〇
一
三
年
と
今
日
ま
で
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
（
原
則
隔
年
事
業
）。
二
〇
〇
二
年
に
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
設
立
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
セ
ン
タ
ー
総
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
四
十
三
点
を
選
書
し
た
記
念
展
と
そ
の
カ
タ
ロ
グ
も
発
行
さ
れ
て
い
る
。
日
本
支
部
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
で
は
こ
の
記
念
展
か
ら
以
後
の
展
示
会
を
「
世
界
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
絵
本
展
」
と
し
て
国
内
巡
回
展
示
会
を
行
っ
て
い
る
。
カ
タ
ロ
グ
も
邦
訳
版
を
発
行
し
て
お
り
、
さ
ら
に
点
字
版
も
毎
回
発
行
し
て
い
る
。
23 
ト
ー
デ
ィ
ス
・
ウ
ー
リ
ア
セ
ー
タ
ー
著
、
藤
田
雅
子
・
乾
侑
美
子
訳
『
本
は
と
も
だ
ち
』
偕
成
社
、
一
九
八
九
年
、
p. 112-116 。
24 
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
<
 h ttp://w
w
w
.ibby.org/index.php?id=
about >
「
W
hat is IB
B
Y
? 」
よ
り
。
25 
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
セ
ン
タ
ー
よ
り
各
国
支
部
に
送
付
さ
れ
る
O
U
T
ST
A
N
D
IN
G
 
B
O
O
K
S F
O
R
 Y
O
U
N
G
 P
E
O
P
L
E
 W
IT
H
 D
ISA
B
IL
IT
IE
S P
roject 
description
よ
り
。
■
参
考
文
献
イ
ェ
ラ
・
レ
ッ
プ
マ
ン
著
、
森
本
真
実
訳
『
子
ど
も
の
本
は
世
界
の
架
け
橋
』
こ
ぐ
ま
社
、
二
〇
〇
二
年
。
島
多
代
「
レ
ッ
プ
マ
ン
と
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
」『
こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん
』
第
八
八
号
（
二
〇
〇
一
年
冬
季
号
）、
東
京
子
ど
も
図
書
館
。
森
本
真
実
「
子
ど
も
の
本
の
架
け
橋
」『
こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん
』
第
八
八
号
（
二
〇
〇
一
年
冬
季
号
）、
東
京
子
ど
も
図
書
館
。
真
壁
吾
郎
「
ぼ
く
た
ち
に
本
を
、
翼
を
く
だ
さ
い
！
～
イ
ェ
ラ
・
レ
ッ
プ
マ
ン
の
人
を
動
か
す
こ
と
ば
～
」『
B
ook &
 B
read 』（
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
四
〇
周
年
記
念
特
大
号
）、
日
本
国
際
児
童
図
書
評
議
会
、
二
〇
一
四
年
。
Ｔ
・
ウ
ー
リ
ア
セ
ー
タ
ー
著
、
藤
田
雅
子
訳
『
マ
イ
・
サ
イ
レ
ン
ト
・
サ
ン
：
自
閉
症
の
息
子
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
ぶ
ど
う
社
、
一
九
八
九
年
。
Ø
rjasæ
ter, T
ordis. T
he R
ole of C
hildren’s B
ooks in Integrating H
andicapped 
C
h
ild
ren
 in
to E
veryd
ay L
ife. U
n
esco, 1
9
8
1
, (Stu
d
ies on
 B
ook
s an
d 
R
eading N
o. 1).
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
H
ow
 It A
ll B
egan 」 <
 http://w
w
w
.ibby.org/
index.php?id=
398 >
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
H
IST
O
R
Y
 B
ooks for people w
ith disability 」 
<
 http://w
w
w
.ibby.org/index.php?id=
1361 >
ガ
ン
ツ
ェ
ン
ミ
ュ
ラ
ー
文
子
「
本
と
子
ど
も
と
大
人
を
つ
な
ぐ
場
所
〝
本
の
城
〟（
Ｉ
Ｊ
Ｂ
）
で
の
二
〇
年
」
国
立
国
会
図
書
館
国
際
子
ど
も
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
電
子
書
籍
・
電
子
雑
誌
）
二
〇
〇
九
年
十
月
二
十
四
日
<
 http://dl.ndl.go.jp/view
/dow
nload/digidepo_1166391_
po_2009-07.pdf?contentN
o=
1&
alternativeN
o=
 >
ト
ー
デ
ィ
ス
・
ウ
ー
リ
ア
セ
ー
タ
ー
著
、
藤
田
雅
子
・
乾
侑
美
子
訳
『
本
は
と
も
だ
ち
』
偕
成
社
、
一
九
八
九
年
。
偕
成
社
社
史
『
偕
成
社
五
十
年
の
歩
み
』
一
九
八
七
年
。
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T
h
e In
tern
ation
al B
oard
 on
 B
ook
s for Y
ou
n
g
 P
eop
le, B
O
O
K
S F
O
R
 
L
A
N
G
U
A
G
E
 - R
E
T
A
R
D
E
D
 C
H
IL
D
R
E
N
 - A
n
 an
n
o
tated 
b
ib
liog
rap
h
y com
p
iled
 b
y th
e In
tern
ation
al B
oard
 on
 B
ook
s for 
Y
oung P
eople (Studies on books and reading, no. 20), U
nited N
ations 
E
ducational Scientific and C
ultural O
rganization, 198?.
今
村
廣
「
国
際
障
害
者
年
セ
ミ
ナ
ー
報
告
」、『
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
会
報
』
N
o. 20 、
一
九
八
一
年
四
月
。
中
島
信
道
「
布
の
絵
本
・
さ
わ
る
絵
本
の
海
外
で
の
反
響
」、『
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
会
報
』
N
o. 20 、
一
九
八
二
年
四
月
。
布
の
絵
本
研
究
連
絡
会
編
『
手
作
り
布
の
絵
本
　
さ
わ
る
絵
本―
そ
の
明
日
の
た
め
に
』
偕
成
社
、
一
九
八
〇
年
。
（かくあげ・ひさこ／実践女子大学兼任講師・日本国際児童図書評議会）
